（様式３）実施要領第6条関係
委　託　契　約　書

　愛知県（以下「甲」という。）と○○○○（以下「乙」という。）は、愛知県管理河川における草刈り作業の業務委託について次のとおり契約を締結する。
（総則）

第１条　甲は、委託業務の実施を乙に委託し、乙はこれを受託するものとする。

（委託業務の内容）

第２条　乙の実施する委託業務の内容は下表のとおりとし、具体的には、特記仕様書及び図面のとおりとする。

	①作業を行う河川
	　　　　　　　市・町・村　○級河川　　　　　川

	②実施区間等
	　　　　　から　　　まで　　　　ｍの区間　右岸・左岸
（　　　　　　　　ｍ２）

刈取り回数：　　回


（委託期間）

第３条　委託期間は、契約締結の日から○○年○月○日までとする。
（委託料）

第４条　委託料は、○○○○円（うち取引に係る消費税及び地方消費税額○○○円）とする。
（契約保証金の免除）
第５条　契約保証金は、愛知県財務規則第129条の３第６号の規定により免除するものとする。

（完了報告書）

第６条　乙は草刈り作業を完了したときは実施回ごとに、直ちに完了報告書を甲に提出するものとする。
２　甲は前項の完了報告書を受理したときは､遅滞なく委託業務を検査し､最終検査終了した時点で、乙にその結果を作業完了認定書により通知するものとする。

３　但し、刈取り回数２回の場合における初回の刈取り完了時の作業完了報告書において、第8条の２に基づく中間払いの希望が明記されている場合は、初回の作業完了認定書の通知を行うものとする。

（委託料の請求）

第7条 　乙は、前条第２項の規定にもとづいて、作業完了認定書による通知のあったときは、速やかに請求書を甲に提出するものとする。

（委託料の支払い）

第８条　甲は､請求書を受理したときは､30日以内に委託料を乙に支払うものとする。

２　甲の責に帰すべき事由により委託料の支払いが遅れた場合においては、乙は、未受領金額につき、政府契約の支払遅延防止法等に関する法律（昭和24年法律第256号）第8条の規定に基づいて、遅延日数に応じ、遅延利息の支払いを甲に請求することができるものとする。
（中間払い）

第８条の２　乙は、刈取り回数が２回の場合において、1回目の作業完了部分に相当する額について、中間払いを請求することができる。

２　乙は、中間払いを希望する場合は、第６条に基づく完了報告書にその旨を明記することとする。

（委託業務の調査等）

第９条　甲は、必要があると認めたときは、乙に委託業務の実施状況等必要な事項について､報告もしくは資料の提出を求め、又は必要な指示をすることができるものとする。

（委託業務の変更）

第10条　委託業務の内容に変更が生じたときは、甲、乙協議するものとする。

（権利義務の譲渡等の禁止）

第11条　乙は、第三者に対し、委託業務の全部若しくは一部の実施を委託し、若しくは請け負わせ、又はこの契約に基づいて生じる権利義務を譲渡してはならない。

（契約の解除等）

第12条　甲は乙が本契約を適正に履行しない場合は､契約を解除できるものとする。

２　乙は地元住民の間に紛争が発生した場合は､自らの責任において処理するものとする。
（契約外の事項）
第13条　この契約に疑義が生じた場合は、甲乙協議するものとする。

　　この契約の証として､本書2通を作成し､甲乙それぞれ１通を保有する。

　　　　○○年○○月○○日

　　　　委託者（甲）愛知県

　　　　　　　　　　　　　代表者　　愛知県○○市○○町○○番地
　　　　　　　　　　　　　　　　　　愛知県○○建設事務所長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○○　○○　　　　印

　　　　受託者（乙）○○○○

　　　　　　　　　　　　　代表者　　愛知県○○市○○町○○番地

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○○　○○　　　　印
委託契約書第２条関係
特　記　仕　様　書
（1） 作業前
　・契約期間内を通じて地元から苦情のないよう、適切な時期に実施すること。

・作業に着手する前に、作業開始予定日と完了予定日を所長に連絡すること。

・作業にあたり､傷害保険と賠償責任保険に加入すること。
・草刈作業を実施する者は、自発的な意思により参加すること。

（2） 撮影する写真

・着手前において､起点、中間点、終点より全景を撮影すること。

・作業中において､各作業の状況が判りやすいように撮影すること。

・完了時において、起点、中間点、終点より全景及び刈高のわかる写真を撮影すること。

・その他、法面の陥没、クラック等の異常を発見した場合は撮影すること。

・撮影した写真は項目別に台帳に整理し、実施回ごとに提出すること。

（3） 作業
・作業においては､法令を遵守し、自己の責任において第三者に危害を与えないよう安全管理に注意を払うこと。
・草刈り機による作業においては、飛石による事故に注意し、必要に応じ
飛散防止対策として、パネルによる防護等を行うこと。

・草は、地面から２０ｃｍ程度以下に刈り取ること。

・草刈りにあわせて、空き缶等の廃棄物を除去する等の清掃を行うこと。
・粗大ゴミを発見した場合は所長に報告し、指示を受けること。

・法面及び高水敷の草刈り後に降雨又は出水が予想される場合は、刈り草を流さないよう
速やかに処理を行うこと。

・処理区域の集草はくまで等により行い、極力刈草が残らないようにすること。
・刈草の処分は、作業実施計画書のとおり処分すること。

・複数回の刈取りを行う場合、初回完了時と最終回着手時は３ヶ月以上の間隔を設けること。
（4） 完了報告書の必要書類
・完了報告書（様式４）、作業報告書、写真、刈り草を公共の焼却場及び民間の一般廃棄物処分の許可業者で処理した場合全ての受け入れ伝票の写し

（5） その他
· 委託料は、受託団体の活動資金に充てるものとし、草刈作業の参加者の報酬（実費弁償を除く)とはしないこと。
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